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日本はアメリカ、スイスに次いで世界第 3 位の開発品目数を誇る新薬創出国だが、アカデミ
アには多くの創薬シーズがあるにも関わらず、製薬企業が収益を見込めなければ治験に踏み
出そうとしない状況がある。この 2 者間にある落差は「製薬の死の谷」と呼ばれ、創薬業界
における大きな課題だ。昨今、注目を集めるバイオベンチャーはアカデミアと製薬企業の間
の橋渡しになると考える向きもある。株式会社ファーマフーズは機能性素材・機能性製品事
業、通信販売事業、そして創薬事業の 3 つを柱として展開し、現在は第二創業期を掲げてさ
らなる躍進を目指すバイオベンチャーである。2021 年に東証１部上場を果たした盤石の企
業として、どんな橋渡しを考えているのだろうか。バイオメディカル部部長の東山寛尚氏に
お話を伺った。

――ファーマフーズ様は、さまざまな事業
を展開しておられますが、その中で創薬事
業はどのような位置づけなのでしょうか。

ファーマフーズでは、ファーマギャバ ®など
機能性表示食品制度に則った機能性素材を
開発し食品メーカー等に販売する B to B 事
業、機能性素材を使った製品を独自の通信
販売事業で販売する B to C 事業、そしてニ
ワ ト リ 由 来 抗 体 作 成 技 術 ALAgene® 
technology や、ニワトリ卵黄由来生理活性
ペプチドによる創薬研究を行う創薬事業の
3 つを柱としております。私は創薬事業のバ
イオメディカル部に所属しており、この部
署内には主に抗体医薬品を開発するグルー
プと、2022 年にジョインした受託解析サー
ビスを行うアプロサイエンスグループがあ
ります。

弊社はバイオベンチャーとして、設立した
当初から創薬に取り組むというビジョンが
ありましたが、最初からそれをメインにす
ると資金的に厳しくなることが予想できて
いたため、機能性食品などを手がけて、そこ
で得た資金を創薬研究に投資するという形
で進めてきました。ビジネスモデルとして
は、大学などアカデミアの先生が研究され

ている治療薬の候補になるプロジェクトを
共同研究し、非臨床試験と臨床試験を行う
間に大手製薬企業へのライセンスアウトを
図ります。収益源はライセンス料やロイヤ
リティ収入になるわけですが、収益化され
るのは早くても 5 年後ですし、時間をかけ
てもライセンスに到らないものもあるわけ
ですからリスクが高い事業です。現在のと
ころ、いかに一つひとつのプロジェクトの
価値を高められるかが課題になっていま
す。

――アカデミアにある創薬シーズを見つけ
るために、どのような働きかけをされてい
るのでしょうか。

展示会や学会で営業することが多く、出展
されている先生方に直接アプローチするこ
ともあります。他には大学に設置されてい
る産学連携の部署に問い合わせるなど、か
なり地道な営業活動を行っています。大き
な課題になっていると感じているのが、バ
イオベンチャーとしての弊社の認知度の低
さで、毎年発行されている会社四季報の『業
界地図』や『薬事ハンドブック』といった業
界誌にまだ掲載されたことがなく、創薬ビ

ジネスにおけるプレーヤーとして知られて
いないことがシーズをお持ちの先生方と繋
がりにくい一因かもしれないと思っていま
す。

ニワトリ由来の抗体取得技術と安定し
た資金力という強み

――アカデミアにいる研究者へアピールで
きるポイントはどんなところでしょうか。

現在、上市されている抗体医薬品のほとん
どがマウス由来ですが、弊社にはニワトリ
に免疫する独自の抗体取得技術「ALAgene® 
technology」があり、マウスでは作成困難な
抗体の取得や抗体バリエーションを大きく
したいとお考えの先生方にはぜひ注目して
いただきたいと考えています。2021 年には
ニワトリ由来抗体の第 1 号として田辺三菱
製薬株式会社様にライセンスアウトしまし
た。ニワトリ由来の抗体を取得できるのは
世界でも数社､日本国内では弊社のみです
ので、革新的な抗体の作製・開発を目指し
ておられる研究者様は、ぜひ弊社との共同
研究をご検討いただけたらと思います。
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ALAgene® technology （Avian Lead Antibody gene technology）は、ニワトリの
もつ高い免疫力を利用し、ヒト・マウス・ウサギでは取得困難な高性能抗体を
取得するファーマフーズの独自技術です。



具体的には
● 疾患タンパク質の機能解析
● ALAgene® technology を用いた新規抗体
作製
● In vitro & in vivo での薬効確認
● ヒト化抗体の最適化
● 予備的薬物動態試験
● Non-GLP 毒性試験
● 抗体製造プロセス検討
などが可能です。

――共同研究を行う上での体制については
どうでしょうか。

2 点あると考えておりまして、1つはスピー
ド感です。やはり創薬は世界中との競争なの
で、スピードが重要になります。日本の企業
文化では意思決定に時間がかかることが多
くウィークポイントになってしまいがちで
すが、私たちはバイオベンチャーならではの
スピード感を生かせます。もう 1点は資金力
です。創薬研究は長期間にわたる上に成否は
わからないというハイリスクな事業ですか
ら、一般にベンチャー企業は 1、2のプロジ
ェクトを進めるのが資金的に精一杯となり、
仮に治療用薬として有力な候補があっても
資金調達がうまくいかなければすぐに頓挫
してしまいます。私たちバイオメディカル部
も単体では同じことになりますが、食品や通
信販売事業の資金を創薬研究へと投資して
安定して研究開発を進めることができると
ころは強みだと考えています。

アカデミアにあるシーズを社会実装す
るというミッション

――資金調達の難しさが日本のバイオベン
チャーが伸び悩む大きな要因であると言わ
れています。

日本のバイオベンチャーが世界に後れを取
りがちなのは、投資環境の影響が大きいと思
います。アメリカでは投資が豊富なので、研
究開発がライセンスアウトや上市に到らな
いケースを重ねてもベンチャーは存続が可
能で次の開発へと繋げていけますが、日本で
は難しいでしょう。また特許を取得されてい
る先生方もおられますが､企業に繋がらなけ
れば大学で特許を維持していくことが難し
いという話も聞きます。さらに国内で取得し

た特許は 1 年以内に国際出願しなければ国
際特許を取れませんし、20 年間という時間
制限もありますから、いかにシーズを無駄に
することなく社会実装に持って行けるかは
大きな課題です。この点においてバイオベン
チャーにはアカデミアと製薬企業の橋渡し
という大切な役割があり、その先の社会実装
へと繋げることは弊社としても果たすべき
社会的使命だと考えています。患者さんの数
は多いのに治療薬が存在しない疾患はまだ
まだたくさんありますから、それらの治療薬
開発の一助になれればと思いますし、ひいて
は日本のバイオ業界を元気にすることに繋
がることを願っています。

持続可能な創薬研究を目指して

――バイオメディカル事業のもう一つの柱
として、アプロサイエンスグループがジョイ
ンしてから 1年半ですが、シナジーを実感さ
れるような場面はありますか。

医薬品開発のメンバーにはすごく刺激にな
っています。受託解析サービスはお客様から
検体を預かり、納期の中で結果を出すという
シビアさがありますから、実験に対する向き
合い方や緊張感はこちらのメンバーとは違
うものがありますね。創薬研究は息の長い仕
事なので、結果は早く出したいけれど明確な
納期があるわけでもないため、緊張感が薄れ
ていたのかもと感じました。タンパク分析や
患者さんの血清の検体を分析するサービス
も行っているので、将来的に創薬プロジェク
トで臨床開発を進めていく際にそうした分
析を社内で行えるというシナジーは十分に
現実的なところで考えられます。臨床フェー
ズに対する受託サービスを拡大し、アプロサ
イエンスとしての販売も伸ばしていった上
で自社の研究開発にも利用できるようにな
れば理想的ですね。

――今後、バイオメディカル事業はどのよう
な方向性を目指しておられるのでしょうか。

弊社は設立 25 年目の 2022 年からを第二創
業期と銘打って、27 年に売上高 1000 億を目
指す「1K プロジェクト」に取り組んでいま
す。既存のやり方の延長では成し遂げられま
せんから、組織のあり方も含めて創業の頃の
気持ちで新しいことに取り組んでいこうと

いう意味を込めています。創薬研究は直近 5
年で寄与できるという性質ではないので、持
続的に成長していく事業として位置づけて
います。現在のところはライセンスアウトし
た実績がまだ 1つしかありませんので、とに
かく実績を積み重ねていかなければならな
いと考えています。そのためには将来への種
まきをしながら今の芽を育てていく継続し
た取り組みが不可欠です。目先の案件をライ
センスアウトすればいい、売り上げに繋がれ
ばいいというのではなく、若い社員が取り組
み続けて 10 年後、さらに次の世代へと渡し
ていけるようなサステナビリティを目指し
た体制作りに着手しています。いずれは大き
な成果として海外ファーマへのライセンス
アウトもしたいですし、20 代 30 代の若手が
10 年先に夢を持てる会社にしたいところで
す。

――創薬シーズを持つアカデミアの研究者
に向けてメッセージをお願いします。

近年はアカデミア発ベンチャーも増えまし
たが、ビジネス面で苦労する会社が多いと聞
きます。やはり研究者と経営のプロとの役割
分担は必要ではないかと思いますし、日本の
バイオベンチャーには経営面の人材が足り
ていないのが現状ですので、ビジネス面をお
任せいただける弊社とのコラボレーション
を検討していただければと思います。すでに
特許をお持ちの方であれば、そのご研究をベ
ースに弊社で抗体を取り、それに対する物質
特許を共同で新しく取り直すなど、様々なや
り方でパートナーリングさせていただきま
す。また、抗体の取得についてお悩みの方の
お役にも立てると考えています。

（取材／文・坂元 希美）

■URL ：https://www.pharmafoods.co.jp/contact
■T e l：075-748-9811   ■ Fax ：075-748-9818　
■Mail： info_biomedical@pharmafoods.co.jp

株式会社ファーマフーズ
 バイオメディカル部

ALAgene® テクノロジーの概要、
この技術を活用した創薬事業の展
望や開発者の想いなど、こちらの
動画でもぜひご覧ください。

『ALAgene® 紹介動画』




